
ACG35-04 会場:301A 時間:5月 22日 09:45-10:00

中部山岳域における積雪の再現実験と衛星画像データとの比較
Comparison of WRF Model-simulated and MODIS-Derived snow coverage over the cen-
tral mountainous area of Japan
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冬季日本の中部山岳域にもたらされる降積雪は，水資源としても観光資源としても重要な役割を持っている．しかし気
候再現実験の検証に使うことができる地上気象観測データは比較的標高の低い地域に限られてきた．降積雪現象そのも
のの年々変動も大きい．本研究では，領域気候モデルを用いた気候再現実験と衛星画像データの比較を通して積雪分布の
再現性を検証している．今回は解像度の違いに注目しながら年々変動を解析した結果を報告する．領域気候モデルとして
WRF ver3.4による気候再現実験の結果を利用した．計算は水平解像度 24, 6, 2kmの 3段階ネスティングで実施した．側
面境界条件として客観解析データ ERA-Interiumを使用した．衛星画像データとして宇宙航空研究開発機構（JAXA）／
東海大学（TSIC/TRIC）提供の，JASMES/MODIS積雪マップの半月プロダクトを使用した．積雪マップの水平解像度は
500mである．対象期間は 2003年から 2009年の 11月から翌年 5月とした．積雪面積と標高との関係を調べるため，国
土地理院の数値地図 250mメッシュ（標高）の標高情報を積雪マップに挿入した．地上観測データとして気象庁 AMeDAS
データを使用した．

2005年と 2006年の積雪分布を比較した結果，2005年の方が積雪面積の拡大時期が早く，最大値の出現時期も半月程
度早く，冬季全体を積算した積雪面積もより大きい様子が再現された．MODISとWRFの積雪面積はほぼ一致する時期
がある一方，積雪開始時期の 11月以外でも大きく過大または過小となる時期がみられた．積雪イベントの再現性も影響
していると考えられる．
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